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研究成果の概要（和文）：経済のグローバル化が加速している中、国際的なサプライチェーンを持続可能なものに転換
することが緊急の課題となっている。本研究では、製品のライフサイクル全体を通じて企業経営を環境配慮型に転換さ
せるグリーンサプライチェーンマネジメント（GSCM）に注目し、生産連携の進む日本と中国の製造企業でのアンケート
調査の結果をもとに、日中企業のGSCM展開モデルを構築した。そのうえでGSCMの国際的展開の統合型モデルとその予測
モデルを検討し、GSCMの国際的展開の推進条件を検討した。

研究成果の概要（英文）：It becomes urgent issue to make the international supply chain sustainable while 
globalization of the economy accelerates. In this study, we focused on green supply chain management 
(GSCM), which makes corporate management environmentally friendly through the whole life cycle of the 
product. We built the GSCM diffusion models based on questionnaire surveys in Japanese and Chinese 
Manufacturing companies. Then, we examined an integrated GSCM international diffusion model and a GSCM 
diffusion prediction model, and presented the promotion conditions of GSCM international diffusion.

研究分野： 環境影響評価・環境政策

キーワード： グリーンサプライチェーンマネジメント（GSCM）　中国企業　日本企業　アンケート調査　因果関係モ
デル　共通価値の創造（CSV）　低炭素化対策　廃棄物対策
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 

経済のグローバル化や地球環境問題が加

速している中、国際的なサプライチェーン

を持続可能なものに転換することが緊急の

課題となっている。一国内の企業の連携に

よる限定的な環境マネジメントを越え、製

品のライフサイクル全体を通して環境に配

慮した経営を実現することが重要な課題と

なる。特に、アジア地域では世界の工場機

能が拡大しており、コスト優位性を求める

ために、中国サプライヤーや、中国への生

産移管を選択した日本企業などにとって大

きなリスクを負う。「ソニーショック」の事

例に代表されるように、グリーンサプライ

チェーン（以下、GSCM）の実現によるサプ

ライチェーン全体での企業経営の持続化が、

日本企業自身のグローバル市場での競争優

位の実現のみではなく、国際範囲での環境

問題の改善にも大きな影響を与えている。

こうした背景から、先進的な GSCM が如何に

国際的に拡大・展開しているのか、そのメ

カニズムを解明・予測し、その推進条件を

提示することがきわめて重要な課題となっ

ている。 

2000 年以降、GSCM に関する理論と実証研

究は欧米の研究者を中心に盛んに行われて

いる。このうち、一国内や一企業内の取組

を対象とした GSCMの実施程度を評価する研

究、GSCM とその影響要因、企業パフォーマ

ンスという３者の因果関係を検討する研究、

産業間の GSCMを比較する研究などが一般的

であった。しかしながら、①GSCM 実施がど

のような経路で展開・拡大されているのか、

その展開構造は何か、②国境を越えた GSCM

の推進条件は何か、に関する研究は未開拓

となっている。 

 

２．研究の目的 

本研究では、製品のライフサイクル全体を

通じて企業経営を環境配慮型に転換させる

グリーンサプライチェーンマネジメント

（GSCM）に注目し、その国際的展開の推進条

件を提示することを目的とする。そのため、

国境を越えた生産連携の進む日中の製造企

業に焦点を置き、日中間の統合型 GSCM 展開

モデルを構築し、それに基づいた実証解析を

通じて GSCM の国際的展開の予測モデルを構

築する。本研究成果は、日中間のみではなく、

グローバル経済に連結される多国間の調達

連鎖を環境配慮型へ転換することを可能に

する。 
 

３．研究の方法 

GSCM 展開モデルを構築するために、まず、
理論モデルの構築および企業調査アンケー
トの国際共通フォーマット（表-1）の設計を

行い、日中企業を対象とした企業調査を実施
した。理論モデルは、インダストリアルエコ
ロジー、エコロジカル近代論、ISM 法などに
基づいた GSCM 展開の要素、プロセスの解析
により構築した。次に、アンケート調査の結
果を用いて、GSCM 展開モデルを検証した。さ
らに、GSCM 展開構造の拡散メカニズムを予測
するために、イノベーション普及理論に基づ
き、GSCM 展開の予測モデルの理論フレームを
構築した。統計解析を行うことで、GSCM の展
開の予測モデルを開発した。最後に、開発さ
れたモデルをもとに、GSCM の国際的展開の推
進条件を提示した。研究全体をまとめた上で、
GSCM 展開モデルとその予測モデルの応用を
検討した。 
 
表-1 企業調査票 
■GSCMの促進要因 

1.汚染防止に関する国内の法規制 

2.省エネ・省資源に関する国内の法規制 

1.EUの拡大生産者責任制に関する法規制（例：WEEE） 

2.EUの特定有害物質の使用に関する法規制（例：RoHS） 

3.サプライヤーによる省エネ・省資源・汚染防止の製品開発
の推進 

4.類似製品・代替製品の製造者（競合他社）による省エネ・
省資源・汚染防止の製品開発 

5.省エネ・省資源・汚染防止に関する顧客の要求 

6.省エネ・省資源・汚染防止に関する市民の意識の向上 

 

■GSCMの実施 

□組織の取り組み 

1部門間の協力による温暖化対策への対応 

2部門ごとの温暖化対策への対応 

3 国内の子会社・関連会社を含めた企業グループ一体で
の温暖化対策への対応 

4 海外の子会社・関連会社も含めた企業グループ全体にお
ける温暖化対策への対応 

5経営トップによる温暖化対策へのコミットメント 

6中堅管理層による温暖化対策へのコミットメント 

7温暖化対策に関する従業員への研修 

8経営方針と関連付けた温暖化対策方針・行動計画の策定 

9 ISO14001・エコアクション２１・エコステージ・KES等環境マ
ネジメントシステムの導入 

10企業内部の環境監査プログラムの設置 

□環境配慮型設計 

11原材料・部品・製品の減量化・減容化を考慮した製品デ
ザイン 

12温暖化対策を考慮した製造工程の設計 

13製品の使用段階における温暖化対策を考慮した製品デ
ザイン 

14輸送効率を考慮した製品デザイン 

15包装資材の削減を考慮した製品デザイン 

16製品のエコラベルの取得 

□CSRの推進 

17 CSR専門部署の設置 

18 CSR専任担当者の設置 

19スコープ３による温室効果ガス排出量の算定・公開 

20海外拠点・グループ会社における CSRの展開 

21 CSR報告書・環境報告書・サステナビリティ報告書等の
作成・公開 

22環境会計（MFCA を含む）の導入 

23温暖化対策に関する環境関連法規制以上の取組 

□CSVの推進 

24社会・温暖化問題解決に寄与する製品・サービスの提供 

25 新技術，コージェネレーションの導入などによるサプライ
チェーン全体のエネルギー利用の効率化 

26輸送距離短縮，配送経路改善などによるサプライチェー
ン全体の物流の効率化 



27水，原材料，容器包装の効率利用やリサイクル，リユー
スの推進などによる資源利用の効率化 

28教育，資金援助，技術支援などを通じたサプライヤーの
育成 

29事業展開地域における競争力強化と地域貢献活動 

□サプライヤーとの連携 

30サプライヤーへの設計仕様の提示 

31温暖化対策を評価項目としたサプライヤーの選択 

32サプライヤーに対する ISO14001あるいはその他の環境
マネジメントシステム取得の要求 

33サプライヤーに対する環境監査 

34二次サプライヤーに対する温暖化対策の要求 

35温暖化対策に関するサプライヤーへの技術提供 

36温暖化対策に関するサプライヤーへの資金援助・融資 

37温暖化対策に関するサプライヤーへの教育・研修 

38温暖化対策に関するサプライヤーとの情報・意見交換 

39環境配慮設計に関するサプライヤーとの連携 

40ジャストインタイムの物流システムの採用 

41サードパーティー・ロジスティクスの採用 

42モーダルシフトの採用 

43共同輸配送の採用 

□顧客との連携 

44環境配慮設計に関する顧客との連携 

45製品輸送過程の温暖化対策に関する顧客との連携 

46環境配慮型包装に関する顧客との連携 

47環境ラベルに関する顧客との連携 

48 ESCO事業に関する顧客との連携 

49製品の環境データベース構築に関する顧客との連携 

 

■企業パフォーマンス 

□環境パフォーマンス 

1温室効果ガスの排出削減 

2排水の削減 

3廃棄物の削減 

4有害/毒性物質の使用削減 

5エネルギー利用量の削減 

6環境事故の減少 

7工場の生産環境の改善 

□運営パフォーマンス 

8納期遵守率の向上 

9在庫水準の削減 

10スクラップ発生率の削減 

11製品品質の向上 

12製造ラインの増加 

13稼働率の向上 

14製造リードタイムの短縮 

□正の経済パフォーマンス 

15資材購入費用の削減 

16エネルギー購入費用の削減 

17有害物質廃棄費用の削減 

18廃棄物処理費用の削減 

19環境事故による罰金の削減 

20全体の製造費用の削減 

21売上の増加 

22マーケットシェアの拡大 

23新規市場への進出 

24新規顧客の獲得 

□負の経済パフォーマンス 

25環境配慮型資材購入によるコストの増加 

26稼働コストの増加 

27温暖化対策に関する研修費の増加 

28温暖化対策のための投資の増加 

 
４．研究成果 
(1)日本の製造企業を対象としたアンケート

調査の結果に基づき、省エネや省資源、廃棄

物対策を中心としたGSCMの実施状況を概観

し、それによる企業パフォーマンス向上への

影響を明らかにした（表-2）。その結果、日

本企業のGSCMは企業内部の取組に重点が置

かれており、企業間の連携による取組が遅れ

ていることが示され、サプライチェーン単位

のGSCM実施は取組の途中段階にあることが

示唆された。またCSRの推進等の取組は持続

可能な企業経営に寄与しつつある一方、資源

回収とサプライヤーとの連携による企業パ

フォーマンスへの促進はみられなかった。今

後、企業間の連携を促進させ、GSCM実施を各

種企業パフォーマンスの向上を図る経営戦

略の一環として推進していくことが必要と

なる。 

 

表-2 GSCM実施と企業パフォーマンスの因果関係

モデル 

  

環境 

(P1) 

運営

(P2) 

負の経

済(P3) 

正の経

済(P4) 

Model1 Model2 Model3 Model4 

F1組織の取組 0.17† -.119 -0.26* -.059 

F2環境配慮型設計 .067 0.21* .144 0.17† 

F3 CSRの推進 0.25** .092 .093 0.19† 

F4顧客との連携  0.19* .040 0.16† 0.21* 

F5 ｻﾌﾟﾗｲﾔｰとの連携  -.058 .046 .073 .004 

F6資源回収  -.050 .030 -.019 -.119 

資本金 0.15* 0.17* .102 .052 

生活関係ダミー .051 -.037 -.095 -.022 

素材産業ダミー 0.22** 0.13† .090 0.19* 

調整済み R2 0.27  0.10  0.07  0.16  

F 8.45*** 3.12** 2.47* 4.78*** 

†p<0.1,   *P＜0.05,   **P＜0.01,   ***P＜0.001         

業種ダミーは，加工産業を基準とした．N=179.  

回帰係数は標準化したものを採用した． 

 
(2)日本と中国の一般機械産業の企業を対象
としたアンケート調査に基づき、省エネや省
資源、廃棄物対策に関する GSCM 実施内容お
よびその促進要因を抽出したうえで、その違
いを明らかにした。企業による環境管理の導
入において、GSCM が環境規制を超えた役割を
果たしているか否かについて、検証を行った。
その結果、日本企業は、国内法規制やステー
クホルダーの要請、海外の環境規制といった
促進要因から、中国企業以上の圧力を受けて
いることが判明した。次に、GSCM 実施の促進
要因について、日本企業にとって、国内法規
制は最大の影響要因である一方、中国企業に
とって、ステークホルダーの要請が最大の影
響要因であったことを明らかにした。さらに、
日本企業は中国企業よりハイレベルの GSCM
実施を実現していることが明確になった。さ
らに、日本企業において、GSCM 実施は、環境
管理能力と市場での競争力を高める効果的
な手段になりつつある一方、中国企業では
GSCM 実施は依然として市場の力よりは政府
の直接規制のもとで導入されていることが
判明した。今後、中国市場のグローバル化を
さらに促進させ、市場メカニズムのもとで自
主的に GSCM を進められるようにすることが
重要であろう。 
 



(3)日本の製造企業を対象としたアンケート
調査に基づき、低炭素化対策にフォーカスし
た GSCM の実施状況を概観し、GSCM 実施と企
業パフォーマンスとの因果関係モデル（図
-1）を構築した。GSCM の実施状況を概観した
結果、サプライヤーとの連携と CSV の推進が
遅れていることが示唆された。また、因果関
係モデルからは、組織の取り組みと環境配慮
型設計といった組織体制と管理技術に関す
る GSCM 実施が、企業価値の向上を目指した
CSR や CSV の推進を促進し、これらはまた外
部との連携による GSCM 実施を推進してきた
ことが示唆された。さらに、環境配慮型設計
とサプライヤーとの連携から負の経済パフ
ォーマンスへの影響がみられるものの、環境
配慮型設計から運営パフォーマンスへの促
進効果や、組織の取り組みから環境パフォー
マンスへの促進効果が確認された。環境配慮
型設計の影響はさらに環境パフォーマンス
および正の経済パフォーマンスを間接的に
促進したことが示唆された。一方で、CSR や
CSV の推進、顧客との連携からは企業パフォ
ーマンスへの影響は示されなかった。今後、
サプライヤーとの連携と CSVの推進を促進さ
せ、GSCM 実施が企業パフォーマンスの向上に
貢献するよう、CSR と CSV の戦略的推進や、
共通利益を前提にした企業間連携のあり方
を開拓する必要があろう。 
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